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火気使用時は、施工範囲の近くに可燃物を置かず、周囲の片づけを徹底すること。
また、万一の火災等発生の際に備え、消火器等を配備し、外部への延焼防止対策等をあらかじめ定
め、関係者全員に周知しておくこと。

事故状況図

改善状況図

令和　7　年　10　月　21　日（火曜日）　13　　時　5　分

廊下の一部が焦げる

ビニル床シートの立上りの施工中、ガストーチを誤って転倒させ、近くに置いてあった清掃用のアル
コールが倒れ、こぼれたアルコールに引火、さらに近くにあったゴミ袋に引火した。また、受注者作業員
は、焦って水を汲みに行こうとして、閉めていた工事用仮設扉を開けたところ、引火したゴミ袋が風に
乗って廊下まで飛散し、落下して廊下床材の一部を焦がしたものである。

火気使用時に、周囲に可燃物を置いて作業をしていたことが原因である。
また、消化のため水を汲もうと工事用仮設扉を咄嗟に開けてしまったことが原因である。
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